
学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

 広島修道大学人文学部人間関係学科の入学定員 115 名のところを 60 名に、収容定員

460 名のところを 240 名に減少させる (資料 1) 。 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

 平成 29 年 4 月に本学に健康科学部（心理学科、健康栄養学科）を設置することが認

可される予定である。これに伴い、健康科学部心理学科の基礎となるこれまでの人文学

部人間関係学科心理学専攻（入学定員 55 名）の募集を停止する必要が生じ、学則を変

更することとした。 

 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

(ア)教育課程の内容の担保 

 広島修道大学では平成 29 年度に全学的なカリキュラム改定を行う予定であり、以下

に示す教育課程に関わる学則については、既に平成 28 年 10 月 20 日開催の人文学部教

授会で承認された事項である。 

 人文学部人間関係学科は昭和 48 年の設置以来、心理学、社会学、教育学の 3 つの専

攻から構成され、「人間とは何か」という課題意識を共有することによって有機的に統

合され「人間関係学」という研究分野を形成してきた。人間関係学科は、それぞれの専

攻という狭い専門領域に閉じこもるのではなく、3 つの学問領域を横断する学際的教養

を身につけることによって、人間関係学に関する諸課題に総合的かつ構造的に取り組み、

人文学的視点から柔軟で想像的な思考力及び行動様式を身につけた人材の養成を目指

しており、この趣旨に沿った教育課程を整えてきた。 

 平成 28 年度に教育学専攻を拡充し教育学科とした後も、人間関係学科の主専攻科目

は従前どおり、自専攻科目の他に人間関係学科科目、教育学科及び他専攻の科目である

他学科他専攻科目、並びに英語英文学科との共通科目である人文学部総合科目から構成

され、心理学、社会学、教育学を学際的に学修できる教育課程を維持してきた。 

 今般の健康科学部心理学科の設置に伴い、心理学専攻の募集を停止するにあたっての

主な変更点は次の通りである。まず、人文学部総合科目からは心理学関連の 1 科目を削

除し、新たに 2 科目を配置する。また人間関係学科科目には、従前より心理学専攻が提

供してきた科目の一部を引き続き配置すると共に、社会学専攻の自専攻科目の一部及び

他学科他専攻科目に配置していた教育学科の科目の一部を再配置することにより、従前

の 6 科目から 14 科目に拡充し、これまで以上に人間関係学について学修できる教育課

程とする。さらに、専攻科目には心理学関連の 5 科目を新たに配置すると共に、一部科

目名称の変更を伴うものの従前の他学科他専攻科目を引き継ぐ形で、心理学関連の 20

科目、教育学関連の 21 科目を関連科目に配置する。なお、カリキュラム改定に伴い、



学生のニーズが少なかった社会調査士取得に係る科目などを専攻科目から削除する一

方で、「感情社会学」や「異文化リサーチ特殊演習 A・B」のように人間関係学に関連

する科目を新たに追加する。また、従来、他学科他専攻科目として配置していた教諭免

許状取得に係る 35 科目については、既に全学共通の教職課程科目として配置してある

ので削除した。なお、人間関係学科の学生のうち、中学校あるいは高等学校の教諭免許

状に加えて小学校教諭免許の取得を目指す者は教職課程科目として引き続きこれらの

科目を履修することができる。 

 以上を総合して人間関係学科の主専攻科目全体を変更前と比較すると、心理学関連科

目については 12 科目を削除し新たに 16 科目を加え、社会学関連科目については 9 科

目を削除し新たに 20 科目が加え、教育学関連科目については実質的に削除する科目は

なく新たに 2 科目を加えた。 

 以上の通り、学則変更に伴い人間関係学科の教育課程に変更が生じるが、その教育内

容は変更前と比較して同等以上のものが担保されている。 

 

(イ)教育方法・履修指導方法の内容の担保 

 教育方法については、従来から人文学部において実施してきている少人数教育を基盤

とした方法を堅持し、さらにその充実を図る。 

 履修指導方法についても、特に変更することはない。「修大基礎講座」「初年次セミナ

ー」等の授業を開設することで、初年次教育の充実を図ると共に、チューターや演習科

目の担当教員による学生指導を従来から大学全体の取り組みとして実施してきており、

引き続きこの体制で指導する。 

 

(ウ)教員組織の内容の担保 

 これまで人間関係学科を組織していた教員のうち、心理学専攻の教員は新たに設置さ

れる健康科学部心理学科に異動するが、人間関係学科には引き続き設置基準を満たす 6

名の専任教員を配置する。改定後のカリキュラムには、人間関係学科の教員を中心とし

て、教育学科及び心理学科の教員も対応する。 

 

(エ)施設・設備内容の担保 

 人間関係学科に関する大学全体の施設・設備については、全く変更はない。 



資料1

学則変更(収容定員変更)の内容

(変更前)

学部 学科 専攻 入学定員 収容定員

心理学専攻 55名 220名

社会学専攻 60名 240名

教育学科 100名 400名

英語英文学科 110名 440名

325名 1,300名

(変更後)

学部 学科 専攻 入学定員 収容定員

人間関係学科 社会学専攻 60名 240名

教育学科 100名 400名

英語英文学科 110名 440名

270名 1,080名

人文学部

人間関係学科

学部計

人文学部

学部計
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